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一般質問

一般質問

問 施政方針について、今から
の加西市がどのような方向

に進んでいくのか市民に理解でき
るよう詳細に。

答 加西の元気力の追求という
ことを総合計画でもうたっ

ており、そのことがすべての基本
となっております。客観的な住
みよさの１つの数値として、住み
よさランキングでは 2010 年では

813 市区の中で 558 位、一昨年で
は 379 位に、そして昨年では 103
位になり、加西の底力がもっとあ
り元気力が数値に出てきていると
感じています。加西市の良さをど
んどん全国に発信をして、加西市
に注目してもらうということが今
から大切であると思い、注目をし
ていただける要素が加西市には大
変多くあると思っており、具体的
な施策を実現するために頑張りた
いと考えています。

問 高齢化社会を現実に迎え、
市民にとっての病院、そし

て、唯一の総合医療機関として加
西市立病院を残していかなければ
なりません。病院の現状と将来に
ついて。

答 平成 23 年度から 25 年度に
かけて、外来患者数は約 14

万 7,200 人、14 万 7,700 人、13
万 9,600 人、入院患者数は約 8 万
2,100 人、7 万 6,900 人、8 万人と
年々減少しており、北播磨圏域内
でも、病院間の競争というふうな
ものが激化してきており、加西病
院の置かれている立場も非常に厳
しい状況になってきています。市
民の皆様に信頼され、安心して利
用していただける病院を目指すた
めに、なお一層頑張っていきたい
と考えています。

■その他の質問項目
・ グリーンパーク善防の運動施設

について（同僚議員の質疑があ
り、総合的な施設として整備を
進めたいとの答弁をいただいて
おります）

問 まず、「加西市歩くまちづ
くり条例」を提案していた

だいたことに対し心よりお礼申し
上げます。熟読させていただきま
したが、条例のプロローグがすば
らしくて感動いたしました。私の
思いと完全に一致しております。
あとはいかにして市民運動につな
げるかだと思います。

社会保障費と保険料の削減は、
その恩恵に預かる者が自助努力
して成し得るものであり、同時に

心と体の健康づくりが促進できる
「歩き」は、お金はかからないし

友達はできるし、四季折々の草花
を愛でることができるし、風の香
り、雲の動き、日々違った朝焼け
夕焼けが堪能できます。

そこで、この「加西市歩くまち
づくり条例」をいかにして市民全
体に知らしめ、市民の日々の日課
として「歩き」を位置づけようと
されているのか、市長にお尋ねい
たします。

答 条例を提出させていただい
て、私の意欲を示させてい

ただいたとおりです。議員も歩く
ことが、健康にいいという効果に
ついては共通の思いだと思ってお
ります。

私も市長に就任し、スマート
ウェルネスシティ推進の首長会議

が主催されておることを知り、そ
の理念に全く共鳴いたしました。

本当に今まで健康のためにいろ
んなアプローチを市民の方にして
まいりましたが、やはり限られて
しまうということが大きな問題で
ございました。それを市民の方ど
なたもが、普通に生活をしておれ
ば歩いてしまうことによって健康
になってしまうと、そういうまち
にしたいということで、その理念
をまず広めることは当然重要であ
ります。これは広く市政全般にわ
たって取り組んでいかなければな
らないということで、条例案が承
認されましたら、すぐに庁内にも
検討委員会を設置して、具体的に
何をやっていくかということを
しっかりまとめ、政策として提示
してまいります。
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